第３部　無機物質
No.1
　　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）

第１章　非金属元素と周期表
第1節　周期表と元素の性質（教Ｐ186～187）
【元素の周期表】
　　
[image: ]












①元素を（　　　　　　）の順に並べると、似た性質が（　　　　　）に表れる。これを元素の（　　　　　）という。その例として、
　　ⅰ）　　　　　　　ⅱ）　　　　　　　ⅲ）　　　　　　　　　　　ⅳ）　
[image: ]
　　②周期律に従って性質の似た元素を同じ縦の列に並べた表を、元素の（　　　　　）という。ロシアの（　　　　　　　　　）が最初につくった。

　　③周期表の縦の列を（　　　）といい、同じ族に属する元素群を（　　　　　　）という。
　　　　

　　④元素は、1，2、12～18族の元素群を（　　　　　　）といい、3～11族の元素群を
（　　　　　　）という。

　　⑤元素は、陽性が強い（　　　　　　）と陰性が強い（　　　　　　　）がある。


第2節　水素と希ガス
【水素】（教Ｐ188） 	
①
　　　②
③
④
　　　⑤製法　ⅰ）硫酸に亜鉛を反応させる。
　　　　　　　　【反応式】
　　　　　　　ⅱ）水の電気分解
　　　　　　　　【反応式】
　　　　　　　　　　　　
【希ガス】（教Ｐ189）	
　　希ガス元素の種類は（　　　　　　　　　　　　　　　）
①
②
　　　③
　　　④


 (
Check!!
　理解できたものに
□に
ﾁｪｯｸ
✔
をつけよう
。
□
　同じ族に属する元素を同族元素という。
□　
3
～
11
族の元素群を遷移元素といい、性質が似ている。
□　
1,2,12
～
18
族の元素群を典型元素という。
□　周期表の右上の元素は陰性が強く、左下の元素は
陽性
が強い。（ただし、希ガスは除く）
□　
H
2
は無色、無臭の気体
。
□　
H
2
は最も軽く、密度が小さい。
□　
H
2
は還元剤として利用される。
□　
H
2
は亜鉛に希硫酸を加えることで生成される。
□　希ガスは単原子分子の気体として存在している。
□　希ガスは閉殻構造をしている。
□　希ガスの価電子は０である。
□　キップの装置で反応の起こし方、止め方を説明できる。
)



















　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）

第１章　非金属元素と周期表
第1節　周期表と元素の性質（教Ｐ186～187）
【元素の周期表】
　　典型元素　   　　　　　遷移元素　　　　　　　　　　　典型元素
[bookmark: _GoBack][image: ]










　　　↑アルカリ金属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハロゲン↑
↑アルカリ土類金属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　希ガス↑
①元素を（　原子番号　）の順に並べると、似た性質が（　周期的　）に表れる。これを元素の（　周期律　）という。その例として、
　　ⅰ）価電子数　　　ⅱ）原子半径　　ⅲ）第一イオン化エネルギー　ⅳ）単体の融点
[image: ]
　　②周期律に従って性質の似た元素を同じ縦の列に並べた表を、元素の（　周期表　）という。ロシアの（　メンデレーエフ　）が最初につくった。

　　③周期表の縦の列を（　族　）といい、同じ族に属する元素群を（　同族元素　）という。
　　　　

　　④元素は、1，2、12～18族の元素群を（　典型元素　）といい、3～11族の元素群を
（　遷移元素　）という。

　　⑤元素は、陽性が強い（　金属元素　）と陰性が強い（　非金属元素　）がある。


第2節　水素と希ガス
【水素】（教Ｐ188） 	
①単体は無色・無臭
　　　②すべての気体で最も軽い（密度が小さい）
③水に溶けにくい。水上置換で捕集
④高温では強い還元性を示す　CuO ＋ H2 → Cu ＋ H2O
　　　⑤製法　ⅰ）硫酸に亜鉛を反応させる。
　　　　　　　　【反応式】Zn　＋　H2SO4　→　ZnSO4　＋　H2
　　　　　　　ⅱ）水の電気分解
　　　　　　　　【反応式】2H2O　→　2H2＋　O2
　　　　　　　　　　　　その他、NaとH2Oを反応させる、両性元素と強塩基との反応で生成
【希ガス】（教Ｐ189）	
　　希ガス元素の種類は（　He、Ne、Ar、Kr、Xe、Rn　）
①無色・無臭の気体
②沸点が低い
　　　③電子配置が閉殻→安定なため単原子分子で存在する
　　　④価電子の数は０


 (
Check!!
　理解できたものに□にﾁｪｯｸ
✔
をつけよう。
□　同じ族に属する元素を同族元素という。
□　
3
～
11
族の元素群を遷移元素といい、性質が似ている。
□　
1,2,12
～
18
族の元素群を典型元素という。
□　周期表の右上の元素は陰性が強く、左下の元素は陽性が強い。（ただし、希ガスは除く）
□　
H
2
は無色、無臭の気体。
□　
H
2
は最も軽く、密度が小さい。
□　
H
2
は還元剤として利用される。
□　
H
2
は亜鉛に希硫酸を加えることで生成される。
□　希ガスは単原子分子の気体として存在している。
□　希ガスは閉殻構造をしている。
□　希ガスの価電子は０である。
□　キップの装置で反応の起こし方、止め方を説明できる。
)


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　
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